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脳神経疾患回復期患者への鏡を用いた看護の実際（
実践報告）
































































































 ① 本人に鏡の使用の有無を確認する 
 ② 希望時、卓上鏡の設置 
 ③ 食物片の付着時や食べこぼし時、患者へ知らせる 
 ④ 流延時、拭うよう声をかける 
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に 、 左 右 の 間 隔 が 取 れ
ず、食物片のついてない
頬を拭ったり、口に食べ物
を入れそこなったりした。 
 
自分の状況に気づけて、対
処できるように変化があっ
たことを評価し、伝えた。 
鏡を用いた後 鏡を見たことで、自分の整
容にも気を配るようにな
り、化粧をしたり、私服に
着替える行動がみられ
た。また自分から鏡の設
置を依頼するようになっ
た。 
食事摂取がうまくできたとい
う実感が生活の意欲に繋が
り、化粧をするなどの行動変
容に繋がった。 
なし 
 
本人の希望を確認しなが
ら、ベッド上座位時や車い
すでの座位時に、卓上鏡を
設置した。ADL向上に繋が
る変化を評価し、本人へ伝
えた。 
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